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へ
と
発
展
し
た
。

さ
て
︵
本
会
を
立
ち
上
げ
た
一
人
、
阿
部
正
雄
は
す
で
に

在
米
中
だ
っ
た
の
で
︶
日
本
か
ら
は
土
居
真
俊
、
本
多
正
昭
、

八
木
誠
一
ら
が
出
席
し
て
い
た
が
、
会
期
中
の
あ
る
日
、
土

居
が
本
多
と
八
木
を
昼
食
に
招
き
、
日
本
に
も
こ
の
よ
う
な

学
会
を
設
立
し
よ
う
と
提
案
、
本
多
と
八
木
は
こ
れ
に
賛
成

し
た
。
こ
う
し
て
上
記
三
人
が
中
心
と
な
り
、
日
本
にEast-

W
est R

eligions Project

の
支
部
会
を
つ
く
る
話
が
具
体
化
し
、

一
九
八
二
年
二
月
二
二
日
、
京
都
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
宗
教
研
究
所
に
お

い
て
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
、
支
部
会
設
立
と
第
一
回
学
術
大

会
の
開
催
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。
出
席
者
は
以

下
の
八
名
で
あ
っ
た︵
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
︶。モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
、

坂
東
性
純
、
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト
、
土
居
真
俊
、
藤
吉

Ⅰ　

創
立
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過

一
九
八
〇
年
六
月
一
五
日
～
二
七
日
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
お
い

て
、
同
大
学
主
催
に
よ
り
、East-W

est Religions in Encounter

と
い
う
国
際
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト

教
の
比
較
、
交
流
、
対
話
を
中
心
と
す
る
会
合
で
、
北
米
、
日

本
、
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
約
八
〇
名
の
研
究
者
、
宗
教
者
が
集
ま
り
、

合
計
一
〇
〇
近
い
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
発
表
が
あ
っ

た
。
こ
の
際
、
定
期
的
に
学
会
を
開
催
す
る
方
針
が
定
ま
り
、

恒
常
的
組
織
と
し
てEast-W

est R
eligions Project

を
立
ち
上

げ
、
事
務
局
を
ハ
ワ
イ
大
学
に
置
き
、
三
年
に
一
回
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
学
会
は
や
が
て
北
米
に
本
部
を

発
題
Ⅰ   

東
西
宗
教
交
流
学
会
小
史

八
木
誠
一
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慈
海
、
本
多
正
昭
、
石
田
慶
和
、
西
村
恵
信
、
八
木
誠
一
。
こ

の
会
を
東
西
宗
教
交
流
学
会
と
名
付
け
よ
う
と
提
案
し
た
の
は

土
居
真
俊
で
あ
る
。

つ
い
で
同
年
三
月
一
〇
日
付
で
﹁
東
西
宗
教
交
流
学
会
日
本

支
会
発
会
趣
意
書
﹂
が
上
記
の
準
備
会
で
推
薦
さ
れ
た
約
三
〇

名
の
会
員
候
補
者
に
お
く
ら
れ
、
二
四
名
の
入
会
承
諾
を
得
た
。

第
一
回
学
術
大
会
に
つ
い
て
は
、
上
記
発
起
人
の
間
で
、
わ
が

国
で
の
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
の
成
果
を
確
認
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
、
ま
ず
滝
沢
克
己
氏
を
講
演

者
と
し
て
招
き
、
同
氏
の
講
演
と
そ
れ
に
関
す
る
討
議
を
内
容

と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

学
会
事
務
局
は
ブ
ラ
フ
ト
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
南
山
大
学

宗
教
文
化
研
究
所
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
研
究
所
の
職

員
が
印
刷
、
連
絡
等
の
実
務
を
担
当
な
い
し
助
け
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、
学
会
運
営
が
具
体
的
に
可
能
と
な
っ
た
。

な
お
本
会
の
特
徴
と
し
て
、
講
演
な
い
し
研
究
発
表
と
討
議
に

通
常
の
学
会
を
遥
か
に
上
回
る
時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
た
こ
と
、

入
会
審
査
を
厳
し
く
し
て
会
員
数
を
限
定
し
た
こ
と
、
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
む
ろ
ん
学
会
の
質
を
高
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。

一
九
八
二
年
七
月
二
六
～
二
八
日
、
京
都
の
関
西
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
第
一
回
の
学
術
大

会
お
よ
び
総
会
が
閉
催
さ
れ
た
。
七
月
二
六
日
の
会
員
総
会

に
お
い
て
、
八
木
が
作
成
し
た
原
案
に
基
づ
い
て
学
会
規
約

が
承
認
さ
れ
、
学
会
の
名
称
も
東
西
宗
教
交
流
学
会
と
確
定

し
た
。
名
簿
も
作
成
さ
れ
た
。
規
約
に
は
本
会
がEast-W

est 

R
eligions Project

の
日
本
支
部
会
︵Japan C

hapter

︶
で
あ
る

こ
と
、
本
会
の
会
員
は
上
記
学
会
の
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る

こ
と
も
承
認
さ
れ
、
明
記
さ
れ
た
。
た
だ
し
日
本
支
部
会
に
か

か
わ
る
上
記
の
規
定
は
一
九
八
六
年
に
廃
止
さ
れ
、
改
定
規

約
第
二
条
に
よ
り
、
本
学
会
の
英
語
名
をJapan Society for 

Buddhist-C
hristian Studies

と
す
る
こ
と
、
北
米
のSociety 

for Buddhist-C
hristian Studies

と
協
力
関
係
を
保
つ
こ
と
が
合

意
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
本
学
会
は
北
米
で
の
上
記
学
会
大
会
に

討
議
者
を
派
遣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︵
大
会
記
録
参
照
︶。
つ
い

で
規
約
に
基
づ
き
、
以
下
の
よ
う
に
会
長
お
よ
び
幹
事
が
選
出

さ
れ
た
。
会
長
、
土
居
真
俊
。
幹
事
、
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ

フ
ト
、
本
多
正
昭
、
八
木
誠
一
︵
以
上
キ
リ
ス
ト
教
側
︶、
石
田

慶
和
、
板
東
性
純
︵
以
上
仏
教
側
。
な
お
一
九
八
六
年
以
降
は



 

幹
事
を
理
事
に
改
名
︶。
学
術
大
会
お
よ
び
総
会
は
年
一
回
︵
七

月
︶
原
則
と
し
て
京
都
で
開
催
さ
れ
る
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。

第
一
回
会
合
の
出
席
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
滝
沢
克
己
、

モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
、
坂
東
性
純
、
リ
ノ
・
ベ
リ
ー
ニ
、

土
居
真
俊
、
藤
吉
慈
海
、
本
多
正
昭
、
石
田
慶
和
、
武
藤
一
雄
、

西
村
恵
信
、
小
野
寺
功
、
武
田
龍
精
、
ノ
ッ
ト
・
Ｒ
・
テ
レ
、

八
木
誠
一
、八
木
洋
一
、
浅
井
永
︵
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
︶、Sybille 

Fritsch-O
pperm

ann

︵
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
︶。

一
九
八
三
年
以
降
、
書
記
は
二
〇
〇
一
年
ま
で
八
木
誠
一
。

会
計
は
は
じ
め
ブ
ラ
フ
ト
、
次
に
ハ
イ
ジ
ッ
ク
が
担
当
し
た
。

二
〇
〇
一
年
以
降
は
現
在
ま
で
渡
辺
学
が
書
記
を
担
当
。
渡
辺

は
二
〇
〇
二
年
か
ら
あ
ら
た
に
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
会

誌
﹃
東
西
宗
教
研
究
﹄
の
編
集
と
実
務
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
り
、

過
重
労
働
歴
然
。
よ
っ
て
、
も
し
本
会
が
継
続
さ
れ
る
な
ら
、

組
織
と
し
て
、
会
長
の
ほ
か
に
書
記
、
会
計
、
会
誌
編
集
担
当

の
役
員
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
任
命
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

一
九
八
八
年
一
二
月
七
日
、
土
居
真
俊
会
長
が
死
去
。
そ
れ

に
伴
い
第
八
回
総
会
︵
一
九
八
九
︶
に
お
い
て
補
選
が
な
さ
れ
、

ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト
氏
が
会
長
代
行
に
選
ば
れ
た
。
同

氏
は
第
九
回
総
会
︵
一
九
九
〇
年
︶
に
お
い
て
改
め
て
会
長
に

選
挙
さ
れ
た
︵
～
一
九
九
七
年
︶。

な
お
第
三
代
会
長
は
上
田
閑
照
︵
一
九
九
七
年
～
二
〇
〇
一

年
︶、第
四
代
会
長
は
八
木
誠
一︵
二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
三
年
︶、

第
五
代
会
長
は
河
波
昌
︵
二
〇
〇
三
年
～
︶
で
あ
る
。

第
一
回
大
会
記
録
は
﹃
大
乗
禅
﹄
誌
︵
中
央
仏
教
社
刊
、
編

集
人
秋
月
龍
珉
︶
七
一
一
号
、
一
九
八
三
年
二
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
。
大
会
報
告
の
同
誌
掲
載
は
第
一
九
回
大
会
報
告
︵
同
誌

九
一
五
号
、
二
〇
〇
一
年
四
・
五
月
号
︶
ま
で
続
き
、
同
誌
編

集
人
秋
月
の
死
去
︵
一
九
九
九
年
︶
後
、
二
〇
〇
一
年
に
同
誌

の
都
合
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
二
年
に
会
誌

﹃
東
西
宗
教
研
究
﹄︵
発
行
者
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
。
発
行
者
、

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
︶
が
創
刊
さ
れ
、
第
二
〇
回
以
降
の
大

会
報
告
は
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
は
第
一
回
～
第

二
四
回
大
会
の
簡
単
な
記
録
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
さ

れ
た
い
。Ⅱ　

討
議
さ
れ
た
主
要
テ
ー
マ

さ
て
、
こ
の
二
十
五
年
間
に
本
学
会
は
何
を
し
て
き
た
か
を
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大
会
記
録
に
も
と
づ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
な
お
以
下
の
分

類
は
、
事
柄
の
複
雑
さ
か
ら
し
て
、
一
応
の
も
の
で
あ
り
、
事

項
も
必
ず
し
も
網
羅
的
で
は
な
い
。

一
、 

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
に
お
い
て
重
要 

な
役
を
果
た
し
た
思
想
家
の
立
場
を
め
ぐ
っ
て

思
想
家
名

テ
ー
マ

滝
沢
克
己

神 

と
人
と
の
接
触
の
問
題

第
一
回
大
会

一
九
八
二

久
松
真
一

発
表
者　

滝
沢
克
己

第
一
回
大
会

一
九
八
二

同　

右

発
表
者　

星
野
元
豊

第
二
回
大
会

一
九
八
三

土
居
真
俊

対
話
の
神
学

第
六
回
大
会

一
九
八
七

西
田
幾
多
郎

西
田
哲
学
と
の
対
話

第
十
一
回
大
会

一
九
九
二

西
谷
啓
治

西
谷
啓
治
研
究

第
十
四
回
大
会

一
九
九
五

阿
部
正
雄

阿 

部
正
雄
氏
の
立
場
を
め

ぐ
っ
て

第
十
六
回
大
会

一
九
九
七

小
野
寺
功

小 

野
寺
功
氏
の
聖
霊
神
学

を
め
ぐ
っ
て

第
十
七
回
大
会

一
九
九
八

Ｃ 

・
Ｇ
・
ユ

ン
グ

発 

表
者　

渡
辺
学
、
Ｊ
．

ハ
イ
ジ
ッ
ク

第
十
八
回
大
会

一
九
九
九

上
田
閑
照

上
田
閑
照
氏
の
思
想

第
二
十
三
回
大

会

二
〇
〇
四

二
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
、
宗
教
間
対
話

テ
ー
マ

発
表
者

イ
エ
ス
と
禅

八
木
誠
一

第
三
回
大
会

一
九
八
四

キ 

リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
接

点

西
谷
啓
治

第
四
回
大
会

一
九
八
五

仏 

教
と
キ
リ
ス
ト
教
︵
可

逆
・
不
可
逆
︶

本
多
正
昭

第
七
回
大
会

一
九
八
八

東 

西
霊
性
交
流
を
め
ぐ
っ

て

奥
村
一
郎

第
七
回
大
会

一
九
八
八

仏
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ

奥
村
一
郎

第
十
九
回
大
会

二
〇
〇
〇

仏 

教
と
キ
リ
ス
ト
教―

―

行

論
へ
の
展
開

八
木
誠
一

第
十
九
回
大
会

二
〇
〇
〇

マ
リ
ア
と
マ
ー
ヤ
ー

小
林
圓
照

第
十
九
回
大
会

二
〇
〇
〇

仏 

教
・
キ
リ
ス
ト
教
か
ら

見
た
場
所

松
岡
由
香
子
第
二
十
三
回
大

会

二
〇
〇
四

タ 

ウ
ラ
ー
に
お
け
る
宗
教

間
対
話

橋
本
裕
明

第
二
十
三
回
大

会

二
〇
〇
四

三
、
仏
教
論

テ
ー
マ

発
表
者

原
始
仏
教

玉
城
康
四
郎

第
五
回
大
会

一
九
八
六

大
乗
仏
教

玉
城
康
四
郎

第
五
回
大
会

一
九
八
六



 

禅

上
田
閑
照

第
八
回
大
会

一
九
八
九

浄
土
教

寺
川
俊
昭

第
八
回
大
会

一
九
八
九

同　

右

坂
東
性
純

第
十
回
大
会

一
九
九
一

唯
識

横
山
紘
一

第
十
二
回
大
会

一
九
九
三

同　

右

竹
村
牧
男

第
十
二
回
大
会

一
九
九
三

四
、
宗
教
間
対
話
に
お
け
る
重
要
テ
ー
マ

テ
ー
マ

発
表
者

コ 

ミ
ュ
ニ
ケ
ー 

シ
ョ
ン

八
木
洋
一

第
九
回
大
会

一
九
九
〇

象
徴

Ｊ 

・
ハ
イ
ジ

ッ
ク

第
九
回
大
会

一
九
九
〇

場 

所
の
論
理
と 

宗
教
批
判

田
中
裕

第
九
回
大
会

一
九
九
〇

場 

所
論
序
説

八
木
誠
一

第
二
十
二
回
大
会
二
〇
〇
三

場 

所
論
の
記
号
化

八
木
誠
一

第
二
十
三
回
大
会
二
〇
〇
四

言
葉

花
岡
永
子

第
九
回
大
会

一
九
九
〇

空
の
思
想
と
浄
土

Ｊ
・
ブ
ラ
フ
ト
第
十
回
大
会

一
九
九
一

空 

と
輪
廻

梶
山
雄
一

第
十
三
回
大
会

一
九
九
四

神

八
木
誠
一

第
十
三
回
大
会

一
九
九
四

空
と
死

西
村
恵
信

第
十
三
回
大
会

一
九
九
四

死
と
空
と
神

Ｊ
・
ブ
ラ
フ
ト
第
十
三
回
大
会

一
九
九
四

霊
性

花
岡
永
子

第
十
九
回
大
会

二
〇
〇
〇

自
然
と
い
う
こ
と

上
田
閑
照

第
二
十
回
大
会

二
〇
〇
一

自
然
と
い
う
こ
と

田
中
裕

第
二
十
回
大
会

二
〇
〇
一

形
相
、
空
、
自
然

河
波
昌

第
二
十
回
大
会

二
〇
〇
一

身
体
観

頼
富
本
宏

第
二
十
一
回
大
会

二
〇
〇
二

西 

田
哲
学
に
お
け

る
身
体

小
坂
国
継

第
二
十
一
回
大
会

二
〇
〇
二

﹁ 

一
﹂
の
座
と
し
て

の
身
体

八
木
誠
一

第
二
十
一
回
大
会

二
〇
〇
二

浄 

土
教
に
お
け
る

身
体

河
波
昌

第
二
十
二
回
大
会

二
〇
〇
三

身
体
よ
り
場
へ

本
多
正
昭

第
二
十
二
回
大
会

二
〇
〇
三

経 

験
、言
葉
、自
覚
、

自
然
、
い
の
ち

吉
田
喜
久
子

第
二
十
三
回
大
会

二
〇
〇
四

絶 

対
無
に
お
け
る
人

格
性
と
非
人
格
性

花
岡
永
子

第
二
十
四
回
大
会

二
〇
〇
五

同
右

八
木
誠
一

第
二
十
四
回
大
会

二
〇
〇
五

同
右

竹
村
牧
男

第
二
十
四
回
大
会

二
〇
〇
五

同
右

田
中
裕

第
二
十
四
回
大
会

二
〇
〇
五
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Ⅲ　

回
顧
と
展
望
（
本
学
会
の
目
的
）

本
学
会
の
発
足
の
と
き
に
、
ま
ず
最
近
の
日
本
の
思
想
家
が

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較
、
対
話
な
ど
の
領
域
で
い
か
な
る

仕
事
を
し
た
か
を
確
か
め
よ
う
、
と
い
う
方
針
が
立
て
ら
れ

た
。
よ
っ
て
本
稿
第
二
節
一
に
示
さ
れ
る
思
想
家
の
立
場
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
思
想
家
に
関
す
る
二
回
や
三
回
の
講

演
と
討
議
で
は
、
た
か
だ
か
思
想
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
る
だ

け
に
す
ぎ
ず
、
立
ち
入
っ
た
検
討
は
本
会
メ
ン
バ
ー
各
人
の
仕

事
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
こ
の
過
程
で
、
本
学
会
の

方
針
に
つ
き
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
モ
ー
リ

ス
・
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
は
会
の
事
業
と
し
て
実
践
を
導
入
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
が
、
こ
れ
は
学
会
の
事
業
と
し
て
は
否
決
さ
れ

︵
一
九
八
八
・
七
・
二
六
改
正
の
学
会
規
約
内
規
参
照
︶、
共
通
の

地
盤
が―

―

西
田
哲
学
を
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
す
る―

―

宗
教

哲
学
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
本
会
の
事
業
と
し
て
は
、
東
西
宗
教
交
流
の
趣
旨
に

基
づ
き
、相
互
の
宗
教
を
学
び
あ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。実
際
、

仏
教
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
Ⅱ
節
三
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
概
論

が
な
さ
れ
た
。

こ
の
方
向
の
継
続
を
考
え
て
い
た
の
は
た
と
え
ば
秋
月
龍
珉

だ
が
、
本
会
は
﹁
概
論
的
勉
強
会
﹂
と
い
う
よ
り
は
﹁
宗
教
哲

学
的
研
究
討
議
会
﹂
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
第
十
二
回

大
会
以
後
は
、
仏
教
概
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
勉
強
会
な
ら
、

キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
、
旧
約
聖
書
、
新
約
聖
書
、
イ
エ
ス
、

古
代
教
会
で
の
教
義
形
成
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ

ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
あ
る
い
は
パ
ウ
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
、
ア

ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
、
ル
タ
ー
、
カ
ル
ヴ

ァ
ン
、
さ
ら
に
近
代
・
現
代
神
学
者
に
つ
い
て
の
概
説
が
あ
っ

て
も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
本
会
の
事
業
が
こ
の
方
向
へ
は
進
ま

な
か
っ
た
の
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
両
教
に
関
す

る
一
般
的
知
識
は
研
究
者
の
前
提
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
本
会

の
発
展
の
た
め
に
は
会
員
の
た
め
の
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
概
論

を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
め
る
親
切
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
本
学
会
で
は
む
し
ろ
、﹁
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
﹂
に
か

か
わ
る
諸
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
稿
第
Ⅱ
節
四
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
テ
ー
マ
に
っ
い
て
研
究
発
表
と
討
議
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
は
思
想
家
論
と
と
も
に
、
本
学
会
の
成
果
と
み
な
さ
れ
え



 

よ
う
が
、
し
か
し
問
題
の
取
り
上
げ
方
は
必
ず
し
も
組
織
的
で

は
な
い
し
重
要
な
も
の
を
尽
く
し
て
も
い
な
い
。
た
と
え
ば
宗

教
の
絶
対
性
・
排
他
性
、
交
流
と
相
互
了
解
の
可
能
根
拠
、
絶

対
者
お
よ
び
そ
の
人
格
性
・
非
人
格
性
、
宗
教
的
認
識
論
や
現

代
倫
理
な
ど
は
必
ず
し
も
中
心
的
な
問
題
と
な
っ
て
は
い
な
い

︵
た
だ
し
第
一
回
大
会
で
の
滝
沢
克
己
の
講
演
、
第
二
十
四
回
大

会
で
の
研
究
発
表
な
ど
を
参
照
︶。

個
人
的
な
こ
と
を
含
め
て
私
の
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

け
ば
、
私
は
講
演
や
研
究
発
表
と
討
議
の
場
と
し
て
の
本
学
会

か
ら
ど
れ
だ
け
益
を
得
た
か
測
り
知
れ
な
い
。
こ
の
学
会
は
私

の
研
究
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
私
個
人
の
こ
と
を
別
に
し
て
学
会
の
在
り
方
を
考
え
る
と
、

本
学
会
は
、
他
の
諸
学
会
の
よ
う
な
個
々
の
問
題
に
関
す
る
研

究
発
表
会
︵
つ
ま
り
は
若
い
人
の
業
績
作
り
の
場
所
︶
と
い
う

よ
り―

―

む
ろ
ん
そ
れ
も
あ
っ
て
よ
い
の
だ
が―

―

仏
教
と
キ

リ
ス
ト
教
の
関
係
に
関
す
る
あ
る
共
通
の
方
向
を
打
ち
出
す
こ

と
を
課
題
と
し
て
担
っ
て
い
る
し
、
そ
れ
が
本
学
会
の
特
色
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
一
定
の
方
向
が
会
員
の
自

由
な
研
究
と
発
表
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
し
、
だ
か
ら
こ
そ
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
﹁
自
由
研
究
発
表
﹂

の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
お
お
ま
か
な

方
向
は
打
ち
出
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
っ
ま
り
、
も

し
本
学
会
の
共
通
の
地
盤
が
西
田
を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
す
る
宗

教
哲
学
で
あ
る
な
ら
ば
、﹁
場
所
論
﹂
が
共
通
の
﹁
場
﹂
と
な
り

う
る
の
で
は
な
い
か
。
ひ
と
つ
の
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
私
は
新

約
聖
書
に
場
所
諭
的
神
学
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
れ

を
記
号
化
し
て
、
も
と
も
と
場
所
論
的
傾
向
の
強
い
仏
教
思
想

と
の
対
応
を
求
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
も
そ
も
近
代
に
お

い
て
物
理
学
や
天
文
学
な
ど
が
発
展
し
た
の
は
、そ
れ
ら
が
個
々

の
現
象
の
記
述
を
や
め
て
、
数
式
に
よ
る
表
現
を
採
用
し
た
の

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
具
体
的
に
は
関
数
に
よ
る
記
述
が

用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
量
と
量
の
﹁
関
係
の
一
定
性
﹂
を
示
す

も
の
で
、
さ
ら
に
関
数
で
あ
る
以
上
、
代
入
可
能
な
変
数
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
個
々
の
現
象
の
記
述
か
ら
関
数
表
現
へ
と
変

わ
っ
た
の
で
、
多
様
な
現
象
の
統
一
的
記
述
と
演
算
に
よ
る
現

象
の
予
測
・
検
証
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

場
所
論
の
場
合
も
、
代
入
可
能
な
変
数
を
用
い
て
諸
現
実
間

の
﹁
関
係
の
一
定
性
﹂
を
示
し
、
さ
ら
に
命
題
の
変
形
に
よ
っ
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て
諸
命
題
間
の
内
容
的
・
論
理
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
私
の
記
号
化
の
趣
旨
で
あ
る
。
宗
教

間
対
話
に
お
い
て
は
、
多
様
な
命
題
を
統
一
的
に
叙
述
す
る
方

法
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
際
重
要
な
の
は
、
一
般
の
論

理
学
や
数
学
と
は
違
っ
て
、
厳
密
な
同
義
性
︵
一
意
性
︶
の
平

面
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
に
は
、
あ
る
観

点
か
ら
は
Ａ
で
あ
る
も
の
が
、
他
の
観
点
か
ら
は
Ｂ
で
あ
る
、

と
い
う
言
語
表
現
が
多
い
。
場
所
論
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
場
所
論
に
は
作
用
的
一
、
相
互
内
在
、
相
互
浸
透

と
い
う
よ
う
な
﹁
二
の
一
﹂︵
即
︶
が
多
出
す
る
の
だ
。

そ
れ
を
表
現
す
る
の
が
﹁/

﹂
記
号
で
、a/b

と
は
、﹁
ａ
で
あ

り
・
か
つ
ｂ
で
あ
る
が
、
観
点
を
決
め
れ
ば
ａ
か
ｂ
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
る
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る
︷︵a

・b

︶・︵a

＝b

︶、
た

だ
し
﹁
即
﹂
はp/~p=

︵p

＜~p

︶・︵p

・~p

︶
と
書
け
る
︸。
こ

れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
時
計
の
針
は
表
か
ら
見
れ
ば
右
回
り
だ

が
、
裏
か
ら
見
れ
ば
左
回
り
だ
、
と
い
う
よ
う
な
立
体
的
事
態

の
表
現
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。す
る
と
作
用
的
一
、相
互
内
在
、

相
互
浸
透
と
い
う
よ
う
な
事
態
が
正
確
に
書
け
る
。
の
み
な
ら

ず
、
記
号
に
よ
る
命
題
式
は
代
入
可
能
な
変
数
を
使
う
こ
と
で

多
く
の
事
態
の
統
一
的
表
現
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
私
は
新
約
聖
書
に
お
け
る
場
所
論
の
全
体
を
四
行
の
命
題

式
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
四
行
の
項
を

し
か
る
べ
き
代
入
に
よ
っ
て
変
形
す
る
と
仏
教
思
想
の
表
現
と

な
る
。
い
つ
か
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
が
、﹁
現
実
は
キ
リ

ス
ト
教
的
に
も
仏
教
的
に
も
表
現
で
き
る
。
し
か
し
観
点
を
決

め
れ
ば
、
現
実
は
キ
リ
ス
ト
教
的
か
あ
る
い
は
仏
教
的
か
の
ど

ち
ら
か
で
あ
る
﹂
と
言
い
表
せ
る
よ
う
に
な
る
で
も
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
こ
で
最
も
困
難
な
問
題
が
現
わ
れ
る
。
対
話
の
過

程
で
、
両
方
の
宗
教
は
な
に
ほ
ど
か―

―

あ
る
い
は
大
い
に―

―

変
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
問
題
は
理
解
や
解
釈
で
は
な
く
、
真
理
問
題
だ
と
い
う

こ
と
だ
。
換
言
す
れ
ば
本
学
会
の
営
み
は
単
に
宗
教
哲
学
﹁
的
﹂

な
解
釈
な
の
か
、
真
実
に
宗
教
哲
学
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
哲
学
な
ら
、
経
験
、
認
識
︵
自
覚
︶、
言
語
︵
論
理
︶、

認
識
内
容
に
か
か
わ
る
良
心
的
な
自
己
批
判
と
可
能
な
限
り
の

検
証
に
よ
る
、
新
し
い
知
の
創
造
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
担
い
手
は
ま
ず
は
自
由
な
研
究
者
と
し
て
の
会
員
個

人
で
あ
り
、
も
し
可
能
な
ら
ば
学
会
の
一
致
し
た
見
解
も
あ
る



 

程
度
は
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
会
員
が
伝
統
教
学

か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
難
し
い
と
い

っ
た
の
は
此
の
点
で
あ
る
。
こ
の
方
向
を
強
調
す
れ
ば
会
の
求

心
性
が
成
り
立
た
ず
、
解
散
と
な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

本
学
会
が
仏
教
者
と
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

の
説
明
や
意
見
の
交
換
の
場
に
と
ど
ま
る
の
か
、
む
ろ
ん
そ
れ

も
必
要
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
相
互
理
解
を
進

め
て
ゆ
く
か
、
そ
れ
と
も
決
心
し
直
し
て
、
自
己
批
判
・
相
互

批
判
を
媒
介
と
し
て
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
共
通
の
根
を
発

見
し
、
掘
り
起
こ
す
共
同
作
業
に
取
り
組
む
の
か
︵
私
は
両
教

の
交
叉
点
に
は
豊
か
な
鉱
脈
が
あ
り
、
そ
の
発
掘
は
現
代
の
思

想
と
宗
教
に
と
っ
て
重
要
な
貢
献
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
︶、

あ
る
い
は
、
も
う
十
分
仕
事
を
し
た
の
だ
か
ら
従
来
の
成
果
以

上
を
求
め
る
こ
と
を
断
念
し
て
解
散
す
る
か
、
そ
し
て
も
し
可

能
な
ら
、
現
在
ま
で
の
諸
事
業
を
含
み
つ
つ
、
さ
ら
に
他
の
方

向
と
仕
方
を
求
め
て
出
直
す
か
、
そ
れ
ら
が
現
時
点
で
問
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

は
じ
め
に

八
木
氏
の
発
表
は
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
成
立
状
況
か
ら

そ
の
主
要
な
テ
ー
マ
、
さ
ら
に
、
回
顧
と
展
望
︵
本
会
の
目
的
︶

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
学
会
の
歴
史
を

一
望
す
る
の
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

私
が
本
学
会
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
五
年
で

あ
り
、
す
で
に
学
会
が
発
足
し
て
か
ら
一
三
年
の
月
日
が
流
れ

て
い
た
。

ま
ず
、
私
が
抱
い
て
い
る
疑
問
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン
ス
に
代
え
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
事
務
局

側
か
ら
見
た
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
歴
史
を
概
観
し
て
、
今
後

の
展
望
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
。

レ
ス
ポ
ン
ス

渡
邉　

学
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第
一
に
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
日
本
語
の
名
称
と
英
語
の

名
称
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
本
語
の
名
称
は
、
東

西
宗
教
交
流
学
会
と
言
い
、
東
洋
宗
教
と
西
洋
の
宗
教
の
交
流

と
い
う
き
わ
め
て
広
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

英
語
名
は
、Japan Society for Buddhist-C

hristian Studies

で

あ
り
︵
会
則
第
一
条
参
照
︶、
明
確
に
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
限
定
を
担
っ
て
い
る
。

実
際
、
過
去
の
大
会
を
参
照
す
る
と
、﹁
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教

の
対
話
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
思
想
家
の
立
場
を

め
ぐ
っ
て
﹂
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
京
都
学
派
の
哲
学
者
や
神

学
者
や
仏
教
学
者
や
宗
教
者
が
い
る
の
を
別
に
す
れ
ば
、
そ
の

例
外
と
言
え
る
の
は
、
心
理
学
者
の
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
程
度
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
会
の
大
会
は
、
も
っ
ぱ
ら
仏
教
と
キ
リ

ス
ト
教
の
対
話
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
、
場
所
、
空
、
象
徴
、
言
語
の
よ
う
な

テ
ー
マ
を
中
心
と
し
た
大
会
に
お
い
て
も
、
仏
教
、
西
田
哲
学
、

キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
視
点
が
中
心
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

本
学
会
の
目
的
は
、
第
四
条
に
う
た
わ
れ
、﹁
本
会
は
東
西
宗

教
の
学
問
的
対
話
を
推
進
す
る
者
相
互
の
連
絡
を
は
か
る
と
と

も
に
東
西
宗
教
の
相
互
理
解
の
深
化
発
展
を
期
す
る
﹂
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
東
西
宗
教
と
い
う
あ
い
ま
い
な
表
現
が

使
わ
れ
て
は
い
る
が
、
東
西
宗
教
は
、
基
本
的
に
仏
教
と
キ
リ

ス
ト
教
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
西
宗
教
と
は
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
て
明
文
化
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
ま
ず
お
伺
い
し
た

い
。第

二
に
、
本
会
で
扱
わ
れ
た
テ
ー
マ
を
概
観
す
る
と
、
信
に

関
す
る
議
論
が
見
当
た
ら
な
い
。
宗
教
哲
学
と
い
う
も
の
が
信

を
テ
ー
マ
化
せ
ず
に
成
り
立
つ
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、

信
に
対
す
る
軽
視
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
い
か
が
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
逆
に
言
え
ば
、
信
と
知
と
い
う
区
分
か
ら
す

れ
ば
、
知
の
側
面
に
偏
重
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
、
西
田
哲
学
や
禅
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
こ
と

と
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
に
、
場
所
的
言
語
を
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
共
通
理
解

の
た
め
に
用
い
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
私
は
懐



 

疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
田
中
氏
他

の
方
々
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
八
木
氏
が
用
い
て

い
る
記
号
は
、
八
木
氏
が
八
木
氏
の
思
想
を
表
現
す
る
た
め
に

特
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
他
の
人
々
が
そ
の
記
号
を
共
有
し

て
用
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
八
木
氏
の
思
想
を
理
解
す

る
た
め
に
そ
の
記
号
を
分
析
す
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い

が
、
他
の
人
々
が
そ
の
記
号
を
用
い
る
よ
う
な
時
が
来
る
と
は

考
え
が
た
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

事
務
局
か
ら
み
た
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
歴
史

次
に
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
裏
面
史
と
し
て
事
務
局
か
ら

見
た
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
歴
史
を
扱
っ
て
み
た
い
。

私
が
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
に
赴
任
し
た
の
は
一
九
八
九
年

で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
す
ぐ
に
東
西
宗
教
交
流
学
会
に
入
会
手

続
き
を
す
る
よ
う
に
当
時
の
ブ
ラ
フ
ト
所
長
か
ら
お
誘
い
を
受

け
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
入
会
を
た
め

ら
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
入
会
す
れ
ば
即
座

に
事
務
局
を
担
当
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

私
は
、
以
前
、
一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
八
三
年
ま
で
当
時
会

員
数
が
三
百
名
程
度
で
あ
っ
た
日
本
ユ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
初
代
事

務
局
長
を
務
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
苦
労
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
た
。
よ
う
や
く
学
位
論
文
を
完
成
し
て
研
究
所
の
専

任
研
究
所
員
に
な
っ
た
の
に
事
務
局
業
務
に
追
わ
れ
る
と
い
う

の
は
、
私
に
は
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。

私
が
実
際
に
東
西
宗
教
交
流
学
会
に
参
加
し
て
会
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に
は
、Society for Buddhist-

C
hristian Studies

の
国
際
大
会
が
シ
カ
ゴ
の
デ
・
ポ
ー
ル
大
学

で
開
催
さ
れ
、
私
も
通
訳
等
を
務
め
る
た
め
、
在
外
研
究
先
の

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
世
界
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
か
り
出
さ
れ

た
。
こ
れ
を
機
会
に
私
も
会
務
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
、
ハ
イ
ジ
ッ
ク
前
所
長
が
一
年
半
の
研
究
休
暇
で
ス

ペ
イ
ン
と
南
米
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
、
研
究
を
代
表
し
て
だ

れ
か
が
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
側
の
責
任
者
に
な
る
必
要
が
出

た
た
め
、
私
は
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
書
記
担
当
理
事
と
し
て
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事
務
局
を
包
括
的
に
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
長
年
報
告
書
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い

て
い
た
﹃
大
乗
禅
﹄
の
存
続
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
独
立
の
年
報
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
﹃
東

西
宗
教
研
究
﹄︵
二
〇
〇
二
～
︶
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
当
時
、

﹃
大
乗
禅
﹄
誌
に
二
〇
万
円
も
の
寄
付
を
行
っ
た
た
め
、
一
挙
に

財
政
基
盤
が
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

独
立
の
年
報
を
も
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
報
告
書
の
分
量
に
か

な
り
の
自
由
度
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ま
で
発
表
原
稿
も
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
か
な
り
要
約
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
全
体

を
載
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
に

わ
た
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
プ
起
こ
し
を
す
る
こ
と

は
困
難
を
極
め
た
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
度
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン

語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
漢
語
な
ど
が
何
の
翻
訳
も
な
し
に

自
由
に
駆
使
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
テ
ー
プ
起
こ
し
す
る
の

は
、
相
当
な
知
識
の
蓄
積
を
持
っ
て
し
て
も
困
難
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
従
来
よ
り
も
さ
ら
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
時
間

を
か
け
て
テ
ー
プ
起
こ
し
を
し
た
が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
手
間

の
か
か
る
作
業
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
々
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
に

注
解
を
加
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
テ
ー
プ
起
こ

し
の
範
囲
を
は
る
か
に
越
え
た
作
業
で
あ
り
、
あ
え
て
そ
の
作

業
は
行
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
作
業
の
困
難
は
、
今
後
と

も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

東
西
宗
教
交
流
学
会
の
事
務
局
と
南
山
宗
教
文

化
研
究
所
の
活
動

当
初
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
事
務
局
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ

ト
元
所
長
が
招
致
し
た
が
、
そ
れ
は
、
南
山
大
学
内
の
了
解
を

得
な
い
ま
ま
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
研
究
所

事
務
室
に
お
い
て
も
代
々
事
務
職
員
が
学
内
の
職
務
の
範
囲
を

越
え
て
、
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
の
職
務
の
一
環
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
担
当
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
事
務
職
員
の
負
担
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

不
満
も
長
年
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
か
っ
た
。

と
り
わ
け
、
一
九
九
九
年
に
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
は
創
立

二
十
五
周
年
を
迎
え
、
二
十
五
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
と

も
に
日
本
宗
教
学
会
年
次
大
会
を
招
致
し
、
同
時
に
国
際
シ
ン



 

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
事
務
負

担
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

私
は
、
実
質
上
、
日
本
宗
教
学
会
年
次
大
会
の
事
務
局
長
を

務
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
配
置
や
大
会
運
営
だ
け
で
な
く
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
や
連
絡
係
を
も
担
当
し
て
い
た
。
ま
た
、

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
委
員
も
兼
務
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
事
務
負
担
は
過
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
日
本
宗
教
学
会
年
次
大
会
後
、
私
は
、
同
学
会
国
際

委
員
だ
け
で
な
く
ア
メ
リ
カ
宗
教
学
会
国
際
委
員
を
も
日
本
を

代
表
し
て
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら

二
〇
〇
三
年
に
い
た
る
ま
で
、
年
に
二
回
は
会
議
と
年
次
大
会

の
た
め
に
渡
米
し
、
二
〇
〇
一
年
に
は
特
別
ト
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
主
催
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会

に
お
い
て
﹁
日
本
の
学
者
と
学
問
﹂
を
学
界
全
体
で
特
集
し
、

そ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
日
本
か
ら
三
十
名
の
研
究
者
を

派
遣
す
る
こ
と
も
行
っ
た
。

そ
の
間
、
研
究
所
事
務
職
員
の
負
担
が
増
大
し
て
、
残
業
が

日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
を
み
る
に
つ
け
、
私
自
身
、
東
西

宗
教
交
流
学
会
事
務
局
は
、
可
能
な
限
り
教
員
サ
イ
ド
で
負
担

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

そ
こ
で
、
二
〇
〇
一
年
度
以
降
は
、
印
刷
所
へ
の
取
り
次
ぎ

な
ど
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
事
務
職
員
に
負
担
を
か
け
な
い
形
で

学
会
を
運
営
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
同
時
に
、
つ
い
に

研
究
所
に
は
専
任
の
事
務
職
員
が
配
置
さ
れ
な
く
な
り
、
本
年

七
月
か
ら
は
専
任
嘱
託
の
事
務
職
員
の
み
が
配
置
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
つ
の
時
代
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
象
徴

的
に
表
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
国
際
宗
教
学
・
宗
教
史
会

議
世
界
大
会
が
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
会
も
一
つ

の
パ
ネ
ル
を
主
催
し
た
。
私
は
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
と
司

会
を
務
め
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
私
は
同
会
議
の
実
行
委
員

の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
他
、
全
体
講
演
の
レ
ス
ポ
ン
ス
、
台
湾

の
研
究
者
の
パ
ネ
ル
の
レ
ス
ポ
ン
ス
、
国
際
宗
教
学
会
の
パ
ネ

ル
で
の
発
表
も
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

全
般
的
に
こ
れ
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

は
そ
の
後
、
過
労
が
昂
じ
て
、
自
転
車
で
転
倒
事
故
を
起
こ
し
、

右
手
を
骨
折
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
し
ば

ら
く
は
ギ
ブ
ス
を
し
た
手
で
キ
ー
ボ
ー
ド
を
操
ら
な
け
れ
ば
な
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ら
ず
、
と
て
も
苦
労
さ
せ
ら
れ
た
。

そ
の
と
き
に
私
が
痛
切
に
感
じ
た
の
は
、
こ
の
ま
ま
南
山
宗

教
文
化
研
究
所
で
東
西
宗
教
交
流
学
会
の
事
務
局
を
続
け
て
い

く
の
は
、
長
い
目
で
見
て
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
年
間
二
～
三
ヵ
月
も
一
つ
の
学

会
の
業
務
に
費
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
毎
年
、
新
年
度
が
は

じ
ま
る
と
﹃
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
研
究
所
報
﹄
と
﹃
東
西
宗

教
研
究
﹄
の
編
集
作
業
が
重
な
り
、
他
に
仕
事
が
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
の
も
残
念
で
あ
る
。
特
に
本
年
は
、
六
月
初

旬
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し

て
い
る
日
本
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

二
つ
の
発
表
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、
と
り
わ
け
苛
酷
で
あ
っ
た
。

私
よ
り
若
い
研
究
所
の
専
任
研
究
所
員
は
、
東
西
宗
教
交
流

学
会
に
興
味
を
持
た
ず
、
研
究
所
の
事
業
と
し
て
も
認
め
な
い

と
い
う
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
私
が
最
後
ま
で
続

け
な
け
れ
ば
こ
の
学
会
は
存
続
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
事
実
上
無
理
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
一
つ
の
学
会
が
一
カ
所
に
二
五
年
間
も
事
務
局
を
置

い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
日
本
宗
教
学

会
は
例
外
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
宗
教
学
会
の
場

合
に
は
専
任
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
点
で
本
学
会
と
は
比
較
で

き
な
い
。
多
く
の
全
国
学
会
の
場
合
、
一
～
三
年
置
き
に
事
務

局
を
移
す
の
が
一
般
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
か
つ
て
大
会
事
務
局
を
設
け
な
い
学
会
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
東
西
宗
教
交
流
学
会
は
、
長
年
、
京
都
の
パ
レ
ス
サ

イ
ド
ホ
テ
ル
で
学
会
を
行
い
な
が
ら
、
大
会
事
務
局
は
置
か
ず
、

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
の
事
務
局
が
出
張
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

き
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
務
局
が
ホ
テ
ル
の
部
屋
の
予
約

ま
で
行
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
理
事
会
も
京
都
タ
ワ
ー
の
ロ
ビ

ー
な
ど
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
事
務
局
が
名
古
屋
に
あ

り
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
軸
足
は
京
都
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
学
会
費
の
使
わ
れ
方
に
も
疑
問
が
あ
っ
た
。
事
務
局

が
あ
る
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
で
開
催
す
れ
ば
会
場
費
は
か
か

ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
や
ガ
ー
デ

ン
ホ
テ
ル
京
都
を
利
用
し
て
き
た
た
め
に
、
会
場
費
が
例
年

十
万
円
以
上
も
か
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
大
会
と
は
別
の
時
期

に
二
度
目
の
理
事
会
を
開
催
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
交
通
費
だ



 

け
で
も
年
間
十
数
万
円
も
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
本
学
会
の
経
済
基
盤
は
き
わ
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
り
本
学
会
の
財
政
基
盤
は
も
ち
な
お

し
て
き
て
い
る
。
そ
の
点
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
数
年
間
に
名
簿
や
帳
簿
の
管
理
な
ど
を
シ
ス
テ
ム
化
し

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
て
い
っ
た
の
で
、
従
来
に
比
べ
れ
ば
は

る
か
に
楽
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ど
な
た
か
が
事
務
局
を
担

っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
引
き
継
ぎ
に
十
分
な
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
あ
る
。

お
わ
り
に

東
西
宗
教
交
流
学
会
は
、
西
田
哲
学
を
は
じ
め
と
す
る
京
都

学
派
の
哲
学
を
媒
介
に
し
て
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
を
推

し
進
め
て
き
た
こ
と
に
お
い
て
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
き
た
。

で
き
れ
ば
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
私
自
身
考
え
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
、
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
本
会
の
事
務
局
を

担
っ
て
き
た
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
は
、
す
で
に
役
目
を
十
二

分
に
果
た
し
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
所
員
会

議
に
お
い
て
本
会
事
務
局
を
引
き
受
け
な
い
こ
と
を
議
決
し
て

し
ま
っ
た
今
、
他
に
事
務
局
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が

現
れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
一
年
か
け
て
、﹃
東
西
宗
教
研
究
﹄
六
号

の
編
集
を
最
後
と
し
て
解
散
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

も
し
、
東
西
宗
教
交
流
学
会
が
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
相
互

性
の
上
に
成
り
立
っ
て
き
た
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
二
十
五
年

間
は
で
き
れ
ば
仏
教
の
代
表
者
に
よ
っ
て
事
務
局
が
担
わ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
相
互
性
の
な
い
と
こ

ろ
に
対
話
は
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
私
が
近
年
、
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
の
活
動
を
通

じ
て
経
験
し
た
こ
と
を
わ
か
ち
あ
い
た
い
。

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
で
は
過
去
数
年
間
に
わ
た
り
、
宗
教

学
の
国
際
的
な
研
究
所
と
の
交
流
を
図
る
た
め
、
世
界
各
国
の

研
究
者
と
の
交
流
を
深
め
た
。
私
は
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
や
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
な
ど
を
訪
問
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
と
き

に
ア
メ
リ
カ
の
東
西
宗
教
交
流
学
会
︵Society for  Buddhist-

C
hristian Studies

︶
で
長
年
重
責
を
担
っ
て
き
た
ジ
ョ
ン
・
バ
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ー
ス
ロ
ン
グ
氏
︵
ボ
ス
ト
ン
大
学
准
教
授
︶
と
話
を
し
て
み
て

強
い
印
象
を
持
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
関
心
は
イ
ス
ラ
ー

ム
と
の
対
話
に
比
重
が
移
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
間
に
は
も
は
や
喫
緊
の
問
題
は
存
在
し

な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
の
は
、

自
ら
がBuddhist-C

hristian
つ
ま
り
仏
教
徒
即
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
人
々
が
世
界
的
に
か
な
り
増
え
て
い
る

と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
対
話
の
成
果
で
あ

ろ
う
が
、逆
に
言
え
ば
、対
話
の
終
焉
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
も
は
や
深
刻
に
議
論
す
べ
き
問
題
が
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

仏
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
宗
教
戦
争
を
行
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
日
米

の
学
会
は
霊
性
交
流
の
場
と
な
り
、
ま
た
、
親
睦
会
と
し
て
の

色
彩
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
学
会

は
、
毎
晩
、
お
祈
り
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
り
し
て
い
る

よ
う
に
、
霊
性
交
流
の
場
と
し
て
の
色
彩
を
年
々
深
め
る
と
と

も
に
、
現
代
世
界
へ
の
応
答
と
し
て
の
側
面
を
ま
す
ま
す
深
め

て
い
っ
て
い
る
。

も
し
日
本
の
東
西
宗
教
交
流
学
会
が
存
続
す
る
と
す
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
選
ぶ
べ
き
か
、
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

今
回
の
大
会
を
通
じ
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
議
論
で
き

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。


